
政令市及び中核市の中から点検報告率の高い消防本部・低い消防本部それぞれ6本
部ずつ、計12消防本部を対象として調査を実施 

●1,000㎡未満の防火対象物における点検実施者の点検資格の有無について調査 
 （2014.3.31時点） 
●1,000㎡未満の防火対象物600件（12本部×50件）を抽出 
●用途の内訳は特定防火対象物（315件）、非特定防火対象物（285件）      

制度上、無資格者による点検
の実施が可能であるにもかか
わらず、ほとんどが有資格者
による点検を実施していた 
（598件／600件） 
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